
（別記様式第１号） 

計画作成年度 令和４年度 

 

計画主体 

 

 

上田市 

 

 

 

 

 

 

 

上田市鳥獣被害防止計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ＜連絡先＞ 

           担 当 部 署 名 上田市 産業振興部 森林整備課 

                      所 在 地 長野県上田市大手１－１１－１６ 

           電 話 番 号 ０２６８－２２－４１００ 

                      Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０２６８－２３－５９８２ 

           メールアドレス sinrin@city.ueda.nagano.jp 

 

 

（注）１ 共同で作成する場合は、すべての計画主体を掲げるとともに、代表となる計画

主体には（代表）と記入する。 

２ 被害防止計画の作成に当たっては、別添留意事項を参照の上、記入等すること。 

 



１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 ニホンザル、イノシシ、ニホンジカ、ニホンカモシカ、 

ツキノワグマ、ハクビシン等、カワウ・アオサギ 

 計画期間   令和５年度～令和７年度 

 対象地域 長野県上田市 

（注）１ 計画期間は、３年程度とする。 

   ２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成する全ての市町村名を記入す

る。 

 



２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和３年度） 

鳥獣の種類 

被害の現状 

品 目 

被害数値 

被害面積 

(ha) 

被害量 

(t) 

被害金額 

(千円) 

ニホンザル 
 0.00 0.00 0 

計 0.00 0.00 0 

イノシシ 

水稲 1.80 1.10 355 

麦 0.55 0.17 12 

豆類 0.02 0.05 7 

雑穀 0.86 0.43 146 

果樹 1.31 1.80 325 

飼料作物 1.70 5.67 28 

野菜 1.15 0.68 83 

いも類 1.64 2.93 161 

計 9.03 12.81 1,117 

ニホンジカ 

水稲 7.44 3.82 1,005 

麦 3.52 0.95 306 

豆類 12.43 7.60 1,175 

雑穀 3.97 0.61 244 

果樹 14.66 17.12 3,922 

飼料作物 5.00 1.71 85 

野菜 8.09 3.14 671 

いも類 0.02 0.04 3 

工芸作物 0.14 5.83 273 

計 55.28 40.82 7,685 

ニホンカモシカ 

豆類 0.11 0.25 37 

果樹 0.01 0.01 2 

野菜 0.48 0.67 79 

計 0.60 0.93 118 

ツキノワグマ 

果樹 0.03 0.09 15 

野菜 0.16 1.68 284 

計 0.19 1.77 299 

ハクビシン 

豆類 0.06 0.01 3 

果樹 21.08 7.23 3,980 

野菜 14.05 9.97 726 

計 35.19 17.22 4,709 

スズメ 
水稲 31.29 9.70 1,896 

麦類 6.00 2.00 139 

計 37.29 11.70 2,035 

カラス 

豆類 2.02 1.10 172 

果樹 20.04 17.51 7,269 

野菜 2.59 3.83 813 

計 24.79 22.48 8,289 

カワウ 
漁業被害 - 0.05 100 

計 - 0.05 100 

アオサギ 
漁業被害 - 0.06 108 

計 - 0.06 108 



 

（２）被害の傾向 

上田市は中山間地域が大半を占め、市全域において有害鳥獣による農作物被害が確認され
ている。山沿いの集落等を対象に侵入防止柵等の自衛策に対する補助をしているものの限界
があり、農家の生産意欲の低下に伴う農地の荒廃化が進み、悪循環の傾向にある。 
 
【ニホンザル】 
令和２年度のみ被害が確認されており、ハナレザルによる集落への一時的な出没がほとん

とで、直接的な被害は少ない。 
 
【イノシシ】 
耕作期間を中心に、山間沿いの集落等で農作物被害が発生している。 
豚コレラの影響で令和２・３年度と捕獲数が減少傾向にあったが、令和４年度では、抗体 

をもった個体が増加し、相談件数が増えている。 
また、竹やぶなど住宅地近くの荒廃地をねぐらにすることもあり、住宅地にも出没するな

ど生息・行動範囲が広がっている。 
 
【ニホンジカ】 
耕作期間を中心に、山間沿いの集落等で農作物被害が発生している。 
美ヶ原高原一帯で多数の群れが生息しており、ライトセンサスで200頭以上が確認され、

高山植物等にまで被害が及んでいる。この一帯から武石地域・丸子地域・上田地域へとニホ
ンジカが移動し、多大な農作物被害を与えている。 
菅平高原一帯においてもライトセンサスで20頭近くが確認されるなど、千曲川右岸にも生

息域・行動範囲が広がっている。 
 
【ニホンカモシカ】 
真田地域において高原野菜や果樹などに被害が発生している。 

 
【ツキノワグマ】 
果樹や野菜に農作物被害が発生しており、山沿いの集落での出没も確認されている。 

 
【ハクビシン】 
市内全域に生息しており、リンゴやブドウなど果樹の収穫期に被害が集中している。 
農作物被害のみならず民家等の屋根裏へ住み着くなど生活環境被害も与えている。 

 
【スズメ】 
 市内全域に生息しており水稲や麦類の収穫期に被害が集中している。 
 
【カラス】 
 市内全域に生息し、果樹や野菜などの収穫期及び豆類の播種期に被害が集中している。 
 市街地の大規模公園などをねぐらとしており、朝夕の鳴き声や糞害など生活環境被害も与
えている。 
 
【カワウ】 
河川周辺に生息しておりアユなどに漁業被害が発生している。 

 
【アオサギ】 
河川周辺に生息しておりアユなどに漁業被害が発生している。 

 

 



（３）被害の軽減目標 

指標 

 

現状値（令和３年度） 目標値（令和７年度） 

被害面積（ha） 被害金額（千円） 被害面積（ha） 被害金額（千円） 

ニホンザル 0.0 0 0.0 0 
イノシシ 9.0 1,117 27.0 3,537 
ニホンジカ 55.3 7,685 48.6 18,391 

ニホンカモシカ 0.6 119 0.5 99 
ツキノワグマ 0.2 299 0.2 239 
ハクビシン 35.2 4,709 28.2 3,778 
スズメ 37.3 2,035 29.9 1,631 
カラス 24.8 8,289 19.8 6,617 
カワウ - 100 - 80 
アオサギ - 108 - 86 

 

 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕 獲 等

に 関 す

る取組 

 

 

野生鳥獣の生息状況、被害状況に基づ
く捕獲計画を作成し、有害鳥獣駆除（個
体数調整）を実施 
銃器・わなを使用した捕獲の実施 
協議会による捕獲機材（くくりわな・

捕獲檻等）の導入 
センサーカメラ導入による出没状況の

把握 
罠センサー実証事業を通じて、見回り

の負担を軽減する 
広域・合同捕獲の実施 

・美ヶ原一帯（長和町～青木村） 
・青木村隣接地 
・浅間・湯の丸山麓周辺 
農業者自ら捕獲活動に参加できる集落

等捕獲隊の設置・支援 

農業被害者等へ箱わなの貸出し 

狩猟者の高齢化による、捕獲の担い手
不足 
 広域捕獲・合同捕獲など連携強化 
 農業者が捕獲活動（見回り、追払いな
ど）へ参加できる体制整備への支援強化 
 農地を自衛する農家を増やす。 
 捕獲頭数が増加しているニホンジカ
等の捕獲個体の処理・有効活用 

 誘引捕獲等効率的な捕獲方法の導入

の検討 

  

 

防 護 柵

の 設 置

等 に 関

す る 取

組 

自治会等を対象に、集落ぐるみで設置
する侵入防止柵に対し、国交付金や市費
による資材の原材料支給及び緩衝帯整備
の委託 
個々の農地に設置する侵入防止柵等材

料費に対し、市費による補助制度(補助率
3/10)を実施 
上田市鳥獣被害対策実施隊や野生鳥獣

被害対策支援チームによる防除対策等の
指導・助言 

 

中山間地など防止柵設置の労力の確
保が困難な自治会等などでは、単年度に
施工できる距離が限られる。 
 労力が確保できず、設置に踏み切れな
い自治会等がある。 
 侵入防止柵設置後の見回りや補修な
ど維持管理に要する労力の確保 
 耕作放棄地の拡大が、耕作地周辺での
有害獣の生息増加の温床となっている
こと  

 

 

 



（５）今後の取組方針 

・住民を中心とした緩衝帯整備の推進による農作物被害の低減 

・捕獲、緩衝帯整備と平行した侵入防止柵設置による防除効果の向上 

・周辺市町村等と連携した広域捕獲体制の確立 

・森林税を活用した里山整備等への支援 

・農業者自らが捕獲活動に参加する集落等捕獲隊の設立及び活動への支援 

・捕獲個体の処理・有効活用について調査研究 

・ICT 等の先端技術導入について調査研究 

 

 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

・上田市有害鳥獣駆除対策協議会での協議に基づき、捕獲を実施する。 

・鳥獣被害施策を効率的に推進するため、上田市鳥獣被害対策実施隊を設置する。 

・実施隊は市職員及び上田市長が猟友会員の中から任命する者により構成する。 

・猟友会所属の実施隊員は、対象鳥獣捕獲員として捕獲活動に従事する。 

・支部間の連携による広域・合同捕獲体制を整備する。 

 

 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和５年度 

ニホンザル 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンカモシカ 

ハクビシン 

スズメ 

カラス 

カワウ 

アオサギ等 

・狩猟免許取得費用の助成 

・ワナ新規狩猟者向け実践講習会（地域別開催） 

・耕作者等住民あての被害防止対策研修会の開催 

・対策協議会からの捕獲機材の貸付 

・集落等捕獲隊の設立及び活動への支援 

・銃猟者確保のため、新規銃所持許可取得に係る費用の助成 
令和６年度 

令和７年度 

 



（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

これまでの捕獲実績・被害状況を参考に、上田市有害鳥獣駆除対策協議会をはじめ関係機

関等と協議し設定する。なお、イノシシ・ニホンジカについては、長野県特定鳥獣管理計画

のもと積極的に捕獲する。 

 また、ニホンザル、ツキノワグマについては、捕獲以外の防除体制を中心とするが、人身

被害のおそれがある場合にやむをえず捕獲体制をとる。 

 カワウ・アオサギについては、安全面に十分配慮して、千曲川沿いにて銃による捕獲を実施

する。 

 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ニホンジカ 1,600頭 1,600頭 1,600頭 

イノシシ 260頭 260頭 260頭 

ハクビシン 250匹 250匹 250匹 

カワウ 50羽 50羽 50羽 

アオサギ 100羽 100羽 100羽 

 

 

 捕獲等の取組内容 

捕獲方法は銃器・わなを使用。 

捕獲の実施時期は、通年とする。 

 

 

 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

 対象鳥獣捕獲員はシカ、イノシシ、クマ等の大型獣の巻猟、止め刺し及び緊急時に、確実な

捕獲と安全を保つため、場所、時期に配慮したうえで、ライフル銃による捕獲を実施する。 

 

 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

 

上田市全域 

 

 

 

 



４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

侵入防止柵（金網柵） 

Ｌ＝５，０００ｍ 

上田 

丸子 

真田 

武石 

侵入防止柵（金網柵） 

Ｌ＝５，０００ｍ 

上田 

丸子 

真田 

武石 

侵入防止柵（金網柵） 

Ｌ＝５，０００ｍ 

上田 

丸子 

真田 

武石 

 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 

ニホンザル 

 

・自治会向けて、侵

入防止柵に対するア

ンケートを実施。 

管理状況や柵の有用

性を確認する 

 

・アンケートの結果

を受け、改善できる

点を予算化 

・令和５年度の計画をもとに、現状行ってい

る資材支給のみか、補修を市で発注するか

等、実施していく 

 

ニホンジカ 

 

 

イノシシ 

 

 

ツキノワグマ 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

 

令和 5 年度 

ニホンザル 

ニホンジカ 

イノシシ 

ツキノワグマ 

 

・地元自治会に対して侵入防止柵の設置及び設置後の管

理とともに、耕作地周辺の緩衝帯整備の推進 

・森林造成事業、長野県森林づくり県民税などを活用し

整備の遅れた里山を整備 

・耕作者等住民あての被害防止対策研修会の開催 

・放任果樹、廃棄果樹等誘引物の除去の指導 

・集落等捕獲隊の設立及び活動への支援 

・集落単位での追払い活動の実施 

 

令和 6 年度 

 

令和 7 年度 

 



６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

長野県警察本部 上田警察署 
・地域住民の安全確保 

・緊急避難等の措置（命令） 

上田市 

目撃・被害に関する情報収集 

地域住民に対する情報伝達及び注意喚起 

関係機関への連絡及び捕獲許可申請 

被害防除対策の実施及び捕獲作業の指揮・実行 

緊急捕獲許可の執行及び緊急避難等の連絡調整 

経過報告と事後検証 

上小猟友会 ・被害防除対策への情報提供及び技術的指導 

・捕獲・放獣作業への協力・支援並びに従事 NPO法人ピッキオ（クマ対策員） 

長野県上田地域振興局 
・被害防除対策の協力支援 

・捕獲作業への実行指導及び必要に応じて捕獲許可 

東信森林管理署 ・放獣場所等の協議並びに逃走経路の確保 

環境省長野自然環境事務所 ・野生鳥獣の生態等に関する情報提供及び助言 

信州うえだ農業協同組合 ・現地案内 

・被害防除対策及び捕獲作業に対する資材提供 信州上小森林組合 

 

（２）緊急時の連絡体制 

上田市

・情報収集

・注意喚起

・連絡調整

・捕獲体制確保等

上田警察署

・安全確保

・緊急命令等

上小猟友会

・技術的指導

・捕獲作業等

通 報通 報 通 報

連絡調整 連絡調整

協力要請

被害発生

または恐れあり

上田地域振興局

・防除、捕獲作業への指導

・捕獲許可等

NPOピッキオ

・技術的指導

・捕獲作業等

協力要請

（必要に応じて）

東信森林管理署

長野自然環境事務所

農協、森林組合

 
 



７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

自家消費及び埋設処理（現地埋設、共同埋設） 

 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 市内に 2 か所ある民間のジビエ加工処理施設が、有害駆除と

して捕獲された個体を処理施設に搬入し、食肉として加工し

ている。 

内 1 施設の山学ギルドにおいては、令和 7 年度からコンソー

シアムを結成し、鳥獣被害対策交付金の OJT 人材育成・ジビ

エ等の利用拡大を活用。 

令和６年時点の年間処理頭数は、７２頭だが、 

令和７年度 １８０頭、令和８年度 ２４０頭を目標に事業

を行う。 

 

ペットフード 小諸市と委託契約を結び鹿肉ジャーキーとして販売をして

いるが、運搬費用等も捻出しているため、赤字経営となって

いる。 

令和５年度より、加工単価があがることもあり、事業自体を

見つめ直す。 

 

皮革 実施予定なし 

 

その他 

（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等で 

のと体給餌、学術 

研究等） 

実施予定なし 

 

 

（２）処理加工施設の取組 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 

 

 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 上田市有害鳥獣駆除対策協議会 

  

構成機関の名称 役割 

上田市 事務局を担当し、協議会に関する連絡・調整を行う。 

上小猟友会 捕獲全般を行う。ほか情報の提供、必要な対策の提言。 

長野県上田地域振興局 専門的立場からの情報提供、被害の報告、指導を行う。 

上田市農業委員会 

上田市自治会連合会 

信州うえだ農業協同組合 

信州上小森林組合 

東信森林管理署 

長野県農業共済組合 

上小漁業協同組合 

鳥獣保護管理員 
 
 
 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

野生鳥獣被害対策支援チーム 

長野県林業総合センター 

長野県環境保全研究所 

長野県農業技術課 

上小地区野生鳥獣被害対策チーム 

専門的立場からの情報提供、講師としての指導。 

 
 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

・平成 24 年 4 月 1 日に、市職員を構成員として上田市鳥獣被害対策実施隊を設置。 

・令和 2 年 4 月 1 日に上田市長が猟友会員 194 名を実施隊員に任命し捕獲活動等に従事する体

制とした。 

・猟友会所属の実施隊員は上小猟友会各支部長（上田、上田東部、神川、塩田、川西、丸子、

真田、武石）が推薦する。また、各支部長を地区班長とし、班長の中から隊長 1 名、副隊長

1 名を選任する。 



・実施隊の規模、活動内容は、別紙上田市鳥獣被害対策実施隊体制図参照。 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

 

 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

銃猟者の確保及び技術向上を図るために必要な菅平射撃場の施設整備に対する支援 

上小猟友会が管理する菅平射撃場の整備に対して支援することで、猟銃を取扱う上小地域

内の鳥獣捕獲者の確保と育成強化を図り、野生鳥獣被害の軽減を図る。 

 



別紙 

上田市鳥獣被害対策実施隊 体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田市鳥獣被害対策実施隊 隊員：２０５名（令和４年２月２日現在） 

上田班 

２９名 

上田東部班 

２１名 

神川班 

２名 

塩田班 

３２名 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

川西班 

２６名 

丸子班 

３７名 

真田班 

４２名 

武石班 

１６名 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

・対象鳥獣の捕獲 

・防護柵設置、緊急出動

に関すること 

・生息・被害状況調査等 

 

上 田 市 長 

・上小猟友会各支部長（上田・上田東部・神川・塩田・川

西・丸子・真田・武石）から推薦を受けたものを任命 

・対象鳥獣の捕獲・駆除の指示 

上田市鳥獣被害対策実施隊 

隊長：１名 

副隊長：２名 

班長：８名 

事務局：上田市農林部森林整備課 

捕獲場所・日程等の具体的指示 

隊員統括及び指揮伝達 


